
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）

．
四
し
｛
．
．
○
）

書
　
　
評有

田
正
三
著

「
杜
会

統

卜

圭
首

学
研
究
」関

　
　
　
弥

一
一
　
匡

一
　
　
自
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
□

　
今
Ｈ
の
杜
会
統
計
学
は
、
概
の
昏
迷
期
に
あ
る
と
い
え
る
、
。
そ
れ
は

維
済
学
の
研
究
に
、
ま
た
け
政
、
維
済
、
経
仰
箏
礼
会
の
火
格
に
お
け

る
統
計
利
用
の
発
展
、
特
に
赦
学
的
分
析
方
法
の
箸
し
い
党
迷
を
茶
碓

と
し
て
、
数
理
統
計
サ
の
新
し
い
成
果
（
推
測
統
計
〃
輪
）
の
導
人
の

誌
惑
、
そ
れ
に
対
す
る
杜
八
ム
枇
計
学
の
側
に
お
げ
る
統
計
方
法
論
的
火

礎
の
薄
弱
さ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
今
Ｈ
の
札
会
統

計
学
の
課
越
は
、
数
理
統
計
学
の
成
火
の
杜
会
科
ヴ
的
領
城
へ
の
無
批

判
的
な
導
入
を
批
判
し
、
導
人
の
条
件
を
閉
ら
か
に
し
応
～
眼
界
を
映

定
す
る
こ
と
と
、
糺
公
科
学
的
倣
蚊
に
お
げ
る
統
計
〃
法
の
地
流
を
巾

態
の
連
妙
に
応
じ
て
確
並
す
る
こ
と
で
、
あ
る
、
一
舳
の
課
題
は
後
の
課
迦

に
依
〃
げ
す
る
ン
ニ
」
ろ
火
で
あ
る
か
ら
、
一
段
片
の
〃
、
か
よ
り
板
、
安
な
任
拷

し
二
い
∴
～
よ
、
り
，
付
川
一
教
〃
仮
の
「
朴
人
ム
ル
帆
一
計
ｗ
イ
研
此
几
」
は
、
　
こ
の
礼
八
ム
依
帆

計
・
〃
法
ム
舳
の
立
迷
－
ハ
の
原
｛
囚
の
比
九
…
”
を
ド
ｆ
ツ
阯
八
ム
統
’
計
〃
千
の
分
析
Ｊ
ゼ

通
じ
て
け
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
ド
ム
目
は
ド
で
ツ
汁
八
ム
ル
帆
計
以
十
を
・
て
の
後
伽
川
股
砒
…
に
収
｛
…
を
｝
肚
い
て
．
八
り

、
析
し
、
そ
の
木
肌
、
成
火
た
ら
び
に
阯
界
を
閉
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

り
て
．
、
，
あ
泄
附
に
お
け
る
代
火
的
な
仕
八
ム
統
計
ツ
体
系
で
あ
ろ
ジ
ー

ジ
ェ
ッ
ク
（
勺
．
Ｎ
ぐ
Ｏ
斤
）
と
ソ
ラ
ス
ケ
ム
ハ
ー
　
ブ
勺
．
、
庁
Ｏ
っ
斤
以
目
一
り
Ｏ
Ｈ
）

の
統
計
ツ
に
分
、
析
を
し
ぼ
り
、
統
計
方
法
と
そ
の
存
休
と
の
関
係
づ
け

の
仕
〃
の
山
及
を
坐
氏
に
附
い
で
、
、
統
計
一
７
体
系
の
沽
州
的
構
遣
に
ま

て
ヅ
人
る
．
一
と
に
よ
二
、
け
わ
れ
た
、
杜
共
は
、
七
の
研
究
対
象
で
、
あ

、
り
ド
で
ツ
糺
会
統
計
ソ
を
岨
定
し
、
仁
賄
へ
の
舳
捉
と
し
て
舳
期
ド
で

ツ
仕
へ
が
帆
計
｛
グ
の
…
淋
小
山
し
一
作
竹
以
ノ
に
…
り
ら
か
に
寸
６
　
■
．
一
げ
｝
洲
　
　
ド
ブ
ツ
什



八
ム
統
一
計
伴
ガ
に
お
け
る
諾
一
…
一
欄
心
」
と
、
太
五
柵
に
当
る
「
第
一
編
　
、
シ
ー
ジ

ェ
ッ
ク
の
統
計
学
」
と
「
第
二
編
　
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
統
計
学
」
お

よ
び
、
以
上
の
研
究
を
総
括
Ｌ
た
「
締
び
　
後
期
ド
イ
ツ
杜
。
八
ム
統
計
ケ

の
性
格
」
の
四
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
有

田
教
授
の
分
析
は
精
徴
を
極
め
て
い
る
が
、
約
言
す
れ
ぼ
、
統
計
方
法

を
客
体
Ｈ
杜
公
と
は
独
立
に
規
定
す
る
ド
イ
ツ
杜
会
統
計
学
の
伝
統
に

対
し
で
、
、
教
授
は
統
計
方
法
を
客
体
－
杜
会
よ
り
必
然
的
た
仕
方
と
内

容
に
お
い
て
規
定
す
る
立
場
か
ら
徹
庚
的
な
批
判
の
メ
ス
を
振
う
の
で

あ
る
。
そ
の
多
彩
た
文
章
に
託
し
た
鋭
い
分
析
は
、
ド
イ
ツ
杜
会
統
計

学
の
本
質
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
解
明
し
た
と
い
っ
て
も
過
一
一
．
［
で
は
た
く
、

そ
れ
を
通
し
て
今
後
の
杜
会
統
計
学
の
と
る
べ
き
迷
路
を
与
え
ら
れ
外
」

も
の
と
し
て
、
杜
会
統
計
学
の
研
究
青
の
必
読
書
の
一
つ
と
考
え
る
一

以
、
卜
布
旧
教
授
の
研
究
の
内
容
を
順
を
迫
っ
て
紹
介
し
て
．
行
こ
．
り
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
木
苫
は
ま
ず
ド
イ
ツ
杜
〈
ム
統
計
学
の
規
定
か
ら
始
ま
る
。
有
旧
教
扱

∴
ド
で
ツ
礼
八
ム
統
計
学
を
、
一
九
世
紀
後
半
期
に
ド
イ
ツ
で
成
〉
し
入
」

「
火
休
科
ツ
と
し
て
の
統
計
学
」
を
構
想
す
る
木
来
の
ド
イ
ツ
杜
会
統

計
学
に
、
÷
．
わ
と
平
行
し
交
流
し
つ
つ
発
展
し
た
統
計
学
を
方
法
論
と
．

岬
す
る
論
珊
、
派
統
計
学
を
加
え
、
更
に
こ
れ
ら
が
二
〇
世
紀
に
入
っ
で
．

　
　
　
　
布
旧
正
三
著
『
杜
会
統
計
学
研
究
』
　
（
関
）

ヒ
ん
紘
化
形
態
を
加
え
た
全
休
を
呼
ぶ
も
の
と
し
、
こ
れ
を
第
一
次
叶

外
人
戦
を
某
準
に
仙
後
の
二
期
に
分
け
る
、
そ
Ｌ
て
、
後
期
ド
イ
ソ
礼

公
統
計
学
の
」
特
徴
を
　
い
「
実
体
科
学
と
し
イ
、
の
統
計
学
」
よ
り
「
形

人
科
学
と
し
て
の
統
計
学
」
へ
の
転
換
と
　
閉
統
計
方
法
論
の
地
位
の

向
上
と
内
容
の
充
実
で
あ
る
と
す
る
、
一

　
後
期
ド
ィ
ツ
杜
く
ム
統
計
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
前
期
ド
ィ
ッ

礼
公
統
計
学
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
に
後
肯
の
代
夫
的
形

態
で
あ
る
リ
ュ
ー
メ
リ
ン
（
９
く
旨
内
声
昌
¢
－
巨
）
と
一
、
イ
ヤ
、
１
（
ｐ

ノ
、
ｏ
箏
く
嵩
賢
）
の
統
計
学
の
分
析
に
向
う
の
で
あ
る
、
、

　
リ
ュ
ー
メ
リ
ン
は
統
計
学
を
統
計
方
法
の
使
用
と
い
う
実
践
そ
の
も

の
で
あ
っ
て
、
他
の
粋
験
科
学
－
特
に
人
問
に
関
す
る
諸
科
学
１
の
補

助
一
７
で
あ
る
と
す
る
。
吏
に
こ
れ
と
は
別
個
に
統
計
方
法
そ
の
も
の
を

対
像
と
す
る
二
個
の
学
閉
、
す
な
わ
ち
「
統
計
学
の
理
論
」
と
「
統
計

ツ
０
）
技
術
」
の
存
在
を
認
め
、
こ
れ
ら
を
茶
礎
に
統
一
的
な
統
計
方
法

沽
を
構
想
す
る
。
有
旧
教
授
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
、
．

　
…
　
リ
ュ
ー
メ
リ
ノ
に
よ
っ
て
糀
計
学
の
学
閉
的
内
容
槻
定
．
か
、
同

宗
、
杜
公
に
関
す
る
火
貫
的
伽
識
か
ら
統
計
方
法
の
使
用
と
い
う
力
法

的
地
程
へ
大
き
く
似
恢
し
た
。
こ
れ
は
、
礼
く
ム
を
客
体
と
し
て
発
辻
し

て
き
た
統
計
方
法
、
か
客
体
か
ら
独
一
帆
し
て
普
遍
的
な
方
法
と
な
っ
て
士
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
兀
（
円
二
一
）



　
　
　
　
一
－
命
蝋
維
済
ヤ
（
策
十
三
巻
・
第
四
号
し

た
こ
と
、
、
て
れ
を
認
め
る
時
は
実
体
統
計
学
の
構
想
は
学
閉
的
統
一
、
か

得
・
ｉ
り
れ
工
、
仏
い
た
め
に
崩
壌
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
よ
４
も
の
で
あ

る　
凹
　
リ
、
－
－
メ
リ
ン
の
統
計
学
の
理
、
論
は
客
体
に
対
す
る
方
法
の
独

立
人
一
鰹
位
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
一
す
な
わ
お
、
リ
ュ
ー
メ
リ
ン

は
統
計
行
法
の
木
質
を
、
そ
れ
を
雌
み
…
川
し
た
客
体
Ｈ
糺
会
の
制
約
を

無
帆
し
で
、
、
人
閉
忠
惟
、
か
理
実
牢
態
の
多
様
性
を
克
服
す
る
特
殊
の
場

合
一
集
合
概
念
の
場
く
Ｈ
）
に
必
要
と
な
る
方
法
と
し
！
、
、
二
れ
か
ら
統

計
灯
法
の
対
象
、
次
い
で
応
用
似
域
の
規
定
を
誘
導
す
る
　
そ
の
た
め

に
ル
帆
計
方
法
と
そ
の
劣
体
お
よ
び
対
象
の
閉
に
決
定
的
穴
閉
隙
を
作
り

…
…
－
、
ま
た
人
閉
忠
推
の
牛
得
的
件
質
に
恨
拠
を
も
っ
統
計
学
の
珊
淋

－
、
」
、
客
休
Ｈ
糺
会
を
快
拠
と
す
る
統
計
学
の
技
術
と
の
、
屯
服
し
件
な

い
、
．
尤
性
を
そ
の
統
計
方
法
論
は
も
つ
こ
と
に
な
る

　
次
に
、
マ
イ
ヤ
ー
は
統
計
ツ
を
吐
会
科
学
の
倣
蚊
に
お
け
る
．
岬
独

ヶ
の
実
体
け
学
と
し
て
、
「
火
際
統
計
ケ
」
（
大
体
科
午
的
榔
分
．
一
と
そ

れ
に
従
属
す
る
「
〃
漁
統
計
学
」
（
統
計
〃
汰
論
一
の
∴
つ
の
郁
，
分
よ

り
構
成
す
る
、
二
の
一
、
で
ヤ
ー
の
統
計
ケ
に
村
し
て
付
川
教
授
は
次
の

よ
つ
に
評
価
す
る
、

　
い
　
マ
ブ
ヤ
！
の
１
実
体
科
サ
と
Ｌ
イ
、
の
統
計
字
」
の
構
州
心
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
六
　
（
四
二
二
）

－
ド
、
ー
ツ
の
政
治
的
統
一
の
遅
れ
か
ら
く
る
統
計
事
業
の
制
約
の
た
め
に
、
、

木
米
官
庁
統
計
茸
業
の
課
題
た
る
べ
き
ド
ブ
ツ
国
民
の
統
一
的
た
仕
公

的
数
量
像
の
形
成
を
、
ｎ
己
の
学
閉
的
課
幽
と
し
て
き
た
ド
ｆ
ツ
杜
灸

仇
計
学
が
完
成
に
近
い
形
態
に
も
た
ら
さ
れ
だ
、
一

　
閉
　
マ
イ
ヤ
ー
も
統
計
方
法
の
構
迭
（
悉
竹
集
閉
観
察
）
か
ら
適
閉

村
象
（
同
稜
の
舳
作
的
な
伽
別
巾
例
の
併
存
Ｈ
集
団
坦
象
お
よ
び
集
団

状
態
の
存
．
在
）
を
誘
導
Ｌ
、
糺
八
ム
を
集
川
坦
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

統
計
方
法
が
杜
会
の
研
究
ヵ
法
と
さ
れ
る
　
故
に
礼
く
ム
と
統
計
方
法
と

の
沽
合
は
外
的
桜
命
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
緕
処
マ
イ
ヤ
ー
の
統

＾
万
法
論
は
統
計
調
介
．
論
を
巾
心
と
す
る
ｒ
続
論
と
し
て
構
成
き
れ
た

　
側
　
マ
ィ
ヤ
ー
、
か
「
火
体
科
ケ
と
し
一
．
の
統
計
学
」
の
対
像
と
す
ろ

仕
ヘ
ム
的
集
団
は
…
…
州
一
伽
例
一
の
蛸
∴
ば
プ
ｏ
併
仔
で
あ
っ
で
、
、
一
塊
巾
犬
的
統
一
休

イ
、
あ
る
杜
会
と
は
原
〃
、
的
に
州
典
た
る
も
の
で
あ
り
、
統
計
方
法
の
＾
」

，
い
に
そ
の
准
川
動
の
場
と
し
て
用
片
心
辻
」
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ブ
て
れ
、
か
独

ヶ
の
認
識
客
休
を
仔
吹
寸
る
ハ
そ
し
て
、
！
．
の
研
究
万
法
と
す
る
悉
竹

災
…
観
察
は
多
数
の
岬
別
伽
例
の
概
活
的
人
以
の
獲
け
（
獅
、
的
把
壮
一

と
視
定
し
て
、
糺
公
的
構
成
体
の
把
侭
と
し
ム
，
小
い
、
、
か
く
て
．
マ
で
ヤ
ー
－
一

の
統
計
学
は
劣
休
に
吋
す
る
万
法
の
優
甘
々
．
含
ん
で
い
る
、
、

　
．
一
ｎ
）
此
紀
に
人
６
と
「
火
体
科
学
と
し
で
、
の
統
計
Ｙ
」
よ
り
「
杉
人



科
学
と
し
て
の
統
計
学
」
へ
の
似
換
、
統
計
方
法
論
の
新
展
閉
へ
の
胎

動
が
始
ま
り
、
第
一
次
大
戦
後
杜
会
的
実
践
お
よ
び
礼
会
科
学
に
お
げ

る
統
計
利
用
の
増
遊
に
件
っ
て
そ
の
傾
向
は
息
速
に
進
展
す
る
、
こ
の

過
渡
期
に
お
い
て
巾
核
的
地
位
を
｛
め
そ
れ
を
推
進
し
た
の
、
か
一
、
ｒ
ヤ

ー
の
弟
子
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
の
統
計
学
で
あ
る
。

　
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
は
統
計
学
を
「
統
計
的
結
果
学
」
（
実
休
科
学
と
し

で
、
の
統
計
学
の
広
義
化
）
と
「
一
般
お
よ
び
特
殊
統
計
方
法
論
」
（
形

式
科
学
と
し
て
の
統
計
学
）
よ
り
成
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
体
系
的
統

一
性
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
礼
八
ム
に
お
け
る
統
計
利
用
の
拡
大
に
応

じ
て
、
、
一
般
統
計
方
法
論
を
統
計
数
獲
得
論
Ｈ
統
計
調
査
論
と
統
計
数

解
釈
論
Ｈ
統
計
利
用
論
と
か
ら
構
成
し
、
統
計
調
査
論
を
論
理
的
方
向

に
お
い
て
岬
編
成
し
、
比
較
を
某
礎
と
す
る
統
計
利
用
論
の
膜
閉
を
試

み
た
。
ジ
！
ジ
ェ
ッ
ク
の
統
計
学
に
対
す
る
有
旧
教
授
の
比
判
は
次
の

よ
う
で
あ
ろ
、
．

　
い
　
統
計
的
納
果
午
は
官
庁
統
計
の
確
鮒
、
充
火
と
仕
会
的
閑
別
け

サ
に
お
け
る
火
証
的
、
樹
的
研
究
の
州
大
に
伴
う
「
火
、
体
科
ヴ
と
し
で
、

の
統
計
学
」
の
解
消
を
肌
止
せ
ん
と
す
る
努
わ
の
現
わ
ハ
で
あ
る
一
羊
，

Ｌ
で
、
、
一
般
統
計
方
法
論
を
統
計
結
火
学
に
眼
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
統
計
的

研
究
の
人
」
め
の
手
股
を
取
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
に
ょ
り
て
「
実
体
叶

　
　
　
　
布
田
正
三
著
「
杜
会
統
計
学
研
究
」
　
（
閑
一

Ｙ
と
し
て
の
統
計
〃
、
ガ
」
の
枠
よ
り
解
枚
し
、
統
計
午
体
系
に
お
け
る
ド
、

碑
的
地
位
を
与
え
人
」

　
仰
　
ジ
ー
ジ
ェ
ツ
ク
は
一
般
統
計
方
法
論
を
（
礼
会
科
学
的
倣
蚊
に

お
い
て
統
計
方
法
、
か
辿
及
す
べ
き
）
認
識
Ｈ
櫟
へ
の
到
達
を
可
能
に
し

昧
証
す
る
方
法
的
似
作
の
規
則
を
枕
て
る
サ
…
－
；
機
械
学
－
－
－
と
す
る
．

二
の
目
標
基
準
の
方
法
構
成
は
、
統
計
方
法
の
某
木
的
段
階
で
あ
る
認

泌
Ｈ
標
定
立
過
秋
、
か
万
法
的
過
程
よ
り
排
除
さ
れ
方
法
は
手
続
に
局
映

さ
れ
（
方
法
の
萎
締
）
、
　
一
般
統
計
方
法
諭
は
ｒ
続
論
的
性
絡
を
強
、
く
、

…
ｗ
び
る
こ
と
に
な
る
　
ま
た
、
存
体
Ｈ
杜
会
に
お
げ
る
〃
法
と
一
致
寸

６
側
面
を
基
準
と
し
矛
屑
す
る
側
而
を
切
捨
て
る
こ
と
に
た
り
、
存
休

か
ら
み
て
必
然
的
な
忍
識
を
得
難
く
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
岬
　
ジ
ー
ジ
寸
一
ツ
ク
は
統
計
的
認
識
の
対
象
で
あ
る
統
計
的
災
川
和

（
特
殊
の
時
所
的
眼
定
の
．
ト
に
お
け
る
一
一
定
概
念
１
１
性
質
の
妥
、
寸

ろ
岬
別
努
例
の
総
休
（
概
念
的
統
一
休
一
ど
し
て
惚
識
内
在
化
し
た
、

二
れ
は
統
計
的
惚
識
を
｝
的
泓
識
と
し
て
火
雌
け
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、

統
計
的
茱
…
を
舳
別
巾
例
の
併
仔
Ｈ
顯
と
し
て
把
権
し
糺
八
ム
的
構
成
休

一
岨
実
的
統
一
休
一
と
し
た
か
っ
た
た
め
に
、
仕
八
ム
の
吐
的
認
識
と
し

て
の
某
礎
付
け
の
、
川
能
性
を
作
う
結
北
に
た
り
た
し

　
｝
　
、
シ
ー
“
シ
ェ
ツ
ク
、
か
、
般
統
計
灯
｛
論
映
閉
の
某
礎
と
す
ろ
「
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
七
（
四
．
、
、
．
一
）



　
　
　
　
　
立
命
館
維
済
学
（
第
十
一
一
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巻
・
策
四
号
）

某
本
概
念
の
災
論
」
　
　
統
引
数
は
調
査
単
倣
、
閉
査
標
識
、
研
、
火

示
の
四
概
念
の
上
に
成
一
ヱ
し
、
こ
れ
、
か
変
化
す
る
と
統
計
数
の
意
味
お

よ
ひ
大
き
イ
、
一
も
変
化
す
る
と
い
う
も
の
　
　
は
、
現
実
嚇
能
あ
統
一
的

把
撮
Ｈ
最
的
認
識
の
某
木
的
範
瞬
の
方
法
的
音
一
義
の
僻
閉
で
あ
る
、
か
、

、
シ
、
．
ジ
ェ
ッ
ク
の
機
械
学
と
し
て
の
一
般
統
計
方
法
論
に
お
い
て
は
統

計
数
の
意
味
を
決
定
す
る
方
法
的
丙
了
て
あ
り
、
幾
械
概
念
と
し
て
批

わ
れ
客
体
Ｈ
杜
会
か
ら
み
た
必
然
件
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
り
て

束
木
的
範
鵬
の
全
体
系
、
が
不
完
人
士
、
小
も
の
に
な
っ
た
、

　
旧
　
統
計
敬
獲
得
論
に
お
い
で
．
は
、
閉
↑
ｏ
の
締
果
礼
公
的
構
成
休
を

分
析
し
て
統
計
的
炎
閉
を
構
成
す
る
池
朴
、
か
脱
落
し
、
統
計
敬
獲
得
け

湖
査
材
料
の
収
従
、
確
理
、
の
…
川
魑
と
久
り
、
統
計
洲
査
の
沽
〃
、
的
構
篶

が
歪
め
ら
れ
た
、

　
ゆ
　
統
計
倣
榊
釈
論
に
お
い
イ
、
は
、
千
、
の
理
論
的
共
礎
で
あ
る
川
水

木
概
念
の
州
、
沽
，
か
統
朴
数
僻
釈
の
一
服
的
、
形
式
的
側
約
を
設
け
る
－
」

寸
ぎ
ず
、
統
＾
利
州
丁
続
の
Ｈ
パ
休
的
峡
閉
に
お
い
て
は
別
例
の
洲
．
論
、
か

必
災
と
た
り
、
÷
．
。
モ
容
休
Ｈ
礼
八
ム
に
と
り
て
外
的
次
収
〃
．
て
あ
ろ
人

敬
法
州
が
、
採
川
、
、
」
れ
た
，
、
シ
ー
、
シ
ェ
ッ
〃
は
統
一
的
な
一
般
的
収
内
し

倒
伏
〃
…
原
内
の
ｗ
川
柵
片
…
Ｍ
川
卜
八
、
か
一
汝
ｗ
一
し
ふ
べ
い
場
く
い
に
も
、
｝
雌
〃
丁
竹
叶
…
…
ｒ

続
の
適
州
は
．
小
．
～
能
で
あ
ゐ
が
大
敬
法
川
の
付
効
次
二
と
を
惚
め
、
ソ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一
　
八
　
　
　
（
川
Ｈ
二
四
）

ー
ド
カ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
。
り
８
０
一
５
の
茅
９
）
な
方
向
－
１
一
般
的
原
閃
の
純

粋
咋
用
結
果
の
認
識
の
方
向
－
を
閉
拓
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ

ハ
か
ら
統
計
数
獲
仰
の
ス
ー
バ
カ
ス
テ
ィ
ツ
シ
ュ
な
方
向
に
お
け
る
再
編

成
の
要
求
が
乍
ず
る
こ
か
く
で
、
、
ジ
ー
ジ
ェ
ツ
ク
の
一
般
統
計
方
法
絢

け
四
基
本
概
念
の
〃
流
と
大
数
法
川
の
原
理
．
の
一
、
つ
の
桐
異
た
る
某
、
礎

の
上
に
成
立
し
、
而
者
の
統
一
は
煩
の
姑
的
認
識
と
い
う
統
計
的
認
識

い
鮒
釈
に
よ
っ
て
可
能
に
さ
ハ
て
い
る
の
で
あ
る

　
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
の
統
計
学
が
統
計
ツ
の
形
人
化
を
推
遮
し
、
統
計
綱

什
諭
を
再
編
成
し
そ
の
氷
礎
の
上
に
統
計
利
川
約
を
展
閉
し
た
、
か
、
敬

〃
統
計
学
の
成
火
の
ユ
容
、
摂
取
の
傾
向
を
堆
め
て
い
た
杜
会
に
お
け

ろ
統
計
利
用
の
作
仮
に
十
分
応
え
得
る
も
の
で
は
た
か
っ
た
　
こ
こ
に

∴
い
て
ド
イ
ツ
礼
八
パ
統
計
ツ
に
は
　
旧
赦
理
、
統
計
学
的
観
点
に
よ
る
什

公
統
計
サ
の
編
成
　
吻
仕
八
ム
統
計
ツ
と
敬
〃
、
統
計
ヴ
と
の
よ
り
“
次
の

、
火
場
に
お
け
る
統
く
Ｈ
　
岬
Ｈ
化
ヘ
パ
統
・
計
〃
ゾ
の
小
へ
〃
奴
仰
“
．
ル
帆
斗
…
〃
十
の
伐
火
の

批
判
的
摂
収
の
　
ぷ
．
つ
の
態
度
が
み
ら
れ
、
側
の
代
衣
的
穴
も
の
，
か
ジ

、
∴
ノ
ェ
ッ
ク
の
篶
，
Ｌ
』
ソ
ラ
ス
ケ
ム
ハ
ー
－
の
ル
帆
汁
…
〃
プ
ィ
Ｌ
・
あ
リ
幻

　
ソ
ラ
ス
ケ
ム
ハ
、
、
け
川
糺
ヘ
ム
吐
肌
－
計
〃
ゾ
ノ
に
吐
八
ム
甘
Ｈ
ｗ
一
プ
川
…
触
…
以
－
」
お
け
’
勺
ル
州

一
ル
法
を
対
象
レ
．
寸
、
勺
〃
法
沽
的
科
〃
ヂ
、
・
「
二
一
、
糺
公
糾
学
的
榊
火
に

ｈ
け
る
統
朴
〃
｛
”
独
〔
什
を
、
、
シ
∴
ソ
ニ
〃
ハ
よ
う
に
ｒ
続
の
付



．
玖
吐
に
水
め
な
い
で
、
七
の
輪
理
的
形
式
－
客
休
を
抽
象
化
し
加
工
す

る
こ
と
に
よ
り
認
識
内
容
を
形
成
す
る
形
式
－
の
特
殊
性
に
よ
る
の
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ス
ケ
ム
ハ
ー
は
統
計
力
法
の
論
理
的
形
式
を

敏
理
と
し
、
し
か
し
糺
公
科
学
的
領
域
に
お
い
て
は
数
理
は
特
殊
な
…

提
と
制
約
に
お
い
て
し
か
発
動
Ｌ
得
な
い
の
で
、
そ
れ
を
杜
会
科
学
的

悩
域
に
お
け
る
特
殊
た
論
理
的
形
式
に
仕
ト
げ
る
た
め
の
指
導
腺
珊
と

し
て
「
認
識
目
標
の
一
．
ｔ
輪
」
－
－
；
礼
会
科
学
的
伽
域
に
お
け
る
統
計

的
認
識
の
目
標
に
は
、
「
記
述
的
」
た
も
の
と
「
典
型
的
」
Ｈ
「
法
則
的
」

な
も
の
と
い
う
、
論
理
的
に
相
異
な
る
も
の
、
か
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

も
の
　
　
と
「
楽
論
州
と
数
論
理
の
平
わ
論
」
－
－
－
す
へ
て
の
数
碑
的

手
続
は
実
在
的
状
能
心
の
輪
理
に
よ
っ
て
付
息
味
斤
る
．
」
と
の
裏
け
け
を

り
え
ら
れ
る
よ
－
っ
唆
求
す
る
も
の
　
　
を
ケ
て
ア
り
　
そ
し
て
、
こ
れ
汀

の
原
珊
に
従
っ
て
一
般
統
計
方
法
蒲
を
展
閉
し
、
数
理
統
計
学
の
成
火

を
批
判
的
に
摂
取
し
て
．
ド
イ
ツ
礼
公
統
計
学
を
慨
帖
化
せ
ん
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
■
ス
ヶ
ム
ハ
ー
の
統
計
学
を
付
旧
教
授
は
次
の
ト
｛
．
り

一
卜
批
判
す
る
。

　
一
…
　
７
ラ
ス
ケ
ム
ハ
ー
は
統
計
学
を
形
式
科
学
－
、
ｉ
一
し
て
「
火
竹
一
科
〃
、
ゾ

と
し
て
の
統
計
学
」
の
構
想
を
完
全
に
払
拭
す
ゐ
　
そ
し
て
、
÷
．
の
統

計
方
法
論
は
什
会
科
学
的
禎
域
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
て
、
リ
ュ
ー
メ

　
　
　
　
有
旧
正
．
．
一
滞
『
礼
会
統
計
学
研
究
』
　
一
閑
）

り
ン
の
よ
う
に
・
〕
秋
…
、
礼
八
ム
に
共
通
の
、
般
舳
…
久
万
法
仏
舳
で
は
な
い
、
一

　
、
凹
　
忍
識
目
楳
の
．
一
元
論
に
お
い
一
－
、
は
、
久
化
科
学
、
精
神
科
学
と

し
て
の
祉
公
科
学
本
貰
観
に
よ
っ
て
、
岬
別
的
な
統
計
的
認
識
が
杜
公

叶
学
の
法
則
的
認
識
渦
秤
の
中
に
組
込
ま
れ
て
法
則
定
立
に
役
立
つ
ル

，
か
無
視
さ
れ
て
心
述
的
認
識
に
の
み
吸
収
さ
れ
、
法
則
的
認
識
は
専
ら

確
率
算
的
子
続
に
し
よ
ろ
挑
象
の
本
質
形
式
の
柵
川
に
お
い
て
の
み
求
め

・
■
り
れ
て
い
る
。
か
く
一
．
、
個
別
的
な
統
計
的
忍
繊
は
法
則
的
認
識
へ
の

志
向
と
閑
連
を
断
た
ハ
、
法
則
的
認
識
と
・
記
述
的
惚
識
と
の
問
に
越
え

得
な
い
深
淵
、
か
小
上
ず
る
。

　
閉
　
小
愉
理
と
数
論
理
の
平
行
論
に
お
い
て
は
、
七
の
事
論
理
的
概

念
は
容
体
の
姑
的
脱
定
化
の
基
体
と
そ
の
運
鋤
の
槻
定
を
あ
ら
わ
し
、

統
計
方
法
、
か
砧
的
認
識
の
方
法
と
し
て
も
た
ね
．
ば
な
ら
な
い
論
理
的
形

人
の
構
成
原
理
に
か
た
り
按
近
し
得
た
け
れ
ど
も
、
火
論
理
的
概
念
が

客
体
の
木
質
と
敬
州
レ
一
の
不
一
致
を
前
捉
と
し
て
、
客
体
を
数
姓
化
し

赦
理
に
よ
っ
て
支
舳
す
る
た
め
の
手
段
と
し
で
．
設
定
さ
れ
て
お
り
、
存

休
に
と
っ
イ
、
外
的
、
杉
人
的
な
も
の
で
あ
る
し
そ
し
て
、
敬
理
が
受
容

・
、
」
れ
る
場
を
阯
公
的
構
成
体
の
柑
的
娩
定
件
と
せ
寸
に
、
主
観
的
に
構

成
ふ
、
」
れ
た
「
什
会
的
巾
火
の
数
」
と
い
う
赦
的
姐
定
休
と
し
て
と
ら
え
、

仏
休
を
数
の
痕
体
ヒ
〔
、
二
れ
を
仕
会
的
伽
別
巾
例
の
併
存
と
し
て
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
几
（
四
、
．
、
圧
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
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十
三
巻
・
第
四
号
）

定
し
た
。
か
く
て
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
の
統
計
方
法
は
、
杜
会
か
ら
の
遊

離
を
本
質
と
す
る
文
化
刷
、
字
、
精
神
科
学
と
し
て
の
仕
会
科
学
と
結
ぴ

っ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
｝
　
統
計
的
認
識
の
対
象
で
あ
る
統
計
的
集
川
は
数
理
の
使
用
を
．
～

能
に
す
る
杉
式
的
制
約
で
あ
っ
て
、
従
来
類
と
し
で
．
概
念
さ
れ
て
き
だ

集
団
概
念
に
大
き
た
払
換
、
か
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
統
計
調
伶
の
拠
木

灼
範
膳
お
よ
び
そ
の
体
系
は
杜
会
的
現
実
肯
態
と
は
独
立
に
、
数
的
把

催
の
た
め
の
論
理
、
的
乎
股
と
し
て
設
定
さ
れ
、
数
州
を
主
体
と
し
た
統

計
調
企
論
へ
の
再
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
一
、
ま
た
、
統
計
利
用
論
は
附

率
算
的
千
続
の
批
判
お
よ
び
そ
れ
の
改
質
Ｈ
串
な
る
計
算
形
式
へ
の
似

化
に
よ
る
乏
容
、
摂
取
の
ル
向
に
お
い
て
、
狐
術
．
平
均
と
そ
の
拡
．
仮
仔

人
（
平
均
偏
茱
、
帥
向
線
、
川
帰
線
仰
）
か
ら
成
り
、
従
米
の
比
較
を

要
素
的
形
態
と
す
る
統
計
利
刷
論
か
ら
大
き
く
松
拠
Ｌ
て
い
る
。
峻
寸

ろ
に
、
｝
的
認
識
と
し
て
の
統
計
的
忍
識
の
〔
貨
の
成
熟
に
よ
る
赦
州

を
ド
体
と
す
る
〃
法
流
的
構
成
へ
の
松
換
、
赦
〃
統
計
ツ
の
成
火
の
広

櫛
一
な
摂
取
、
か
フ
ラ
ス
ケ
ム
ハ
ー
の
統
計
午
の
竹
微
で
あ
る
、
し
か
し
、

劣
休
的
必
然
休
を
喪
火
し
た
統
計
的
認
識
で
あ
り
だ
た
め
に
、
統
計
洲

介
仏
柵
の
集
玖
伽
…
、
糺
ヘ
ム
科
〃
十
舳
…
舖
一
…
以
独
ｎ
Ｈ
の
ル
帆
計
一
利
…
川
丁
ル
帆
の
木
成
帆
“
に

納
災
し
た
、

．
〇
　
一
四
－
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
三

　
以
上
で
有
田
教
授
の
ゾ
ド
で
ツ
礼
会
統
計
学
分
析
の
什
丁
を
紹
介
し

」
」
、
と
こ
ろ
で
そ
れ
の
妥
ｗ
－
性
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
批
判
の
基
礎

に
置
か
れ
た
教
授
の
構
想
す
る
在
る
べ
き
糺
会
統
計
学
の
」
内
容
。
か
閉
雌

に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
イ
、
は
分
析
の
過
杜
で

け
論
の
一
問
に
問
に
し
か
入
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、
か
、
そ
の
要
点
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
お
、

　
糺
会
統
計
午
の
某
木
的
課
魑
は
杜
会
科
宇
的
触
城
に
お
い
て
客
観
的
、

必
然
的
な
活
灼
総
識
を
捉
供
す
る
方
法
と
し
て
統
計
ガ
法
を
展
開
し
狐

礎
け
け
る
二
と
で
あ
り
て
、
そ
の
た
め
に
は
統
計
的
認
識
の
客
休
を
礼

会
的
構
成
休
と
し
、
村
象
を
そ
の
瞳
的
側
、
南
と
し
て
．
と
ら
え
て
、
礼
公

灼
構
成
休
の
壮
的
岨
定
吐
の
構
造
と
そ
れ
の
貫
的
岨
定
性
に
対
す
る
内

的
、
必
然
的
閑
係
を
、
止
し
く
と
ら
え
て
〃
法
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

、
メ
．
、
、
州
六
－
七
へ
ー
ジ
）
、
杜
会
的
構
成
休
の
吋
的
姐
定
性
は
構
成
、
喚

素
た
る
伽
別
巾
例
を
壮
碓
と
Ｌ
て
、
そ
れ
の
．
定
の
箏
質
性
ｉ
冊
別
小

例
を
し
て
糺
公
的
構
成
体
の
．
輿
共
た
ら
し
め
る
契
陵
ｉ
を
某
体
と
し
イ
ー
、

成
仇
し
、
こ
の
こ
レ
、
に
よ
り
て
糺
公
的
構
成
休
の
慨
的
脱
定
性
と
内
的
、

必
然
的
閑
係
を
昧
つ
　
糺
会
統
計
ヴ
は
二
の
メ
カ
ニ
、
ス
ム
を
方
法
化
し

た
け
れ
ば
な
ら
仕
い
一
．
．
．
．
六
へ
ー
、
シ
）
。



●

　
こ
の
有
田
教
授
の
杜
会
統
計
学
の
構
想
は
方
法
論
的
に
は
全
く
正
当

な
立
場
で
あ
っ
て
何
等
疑
閉
の
余
地
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て

杜
会
科
学
の
研
究
方
法
と
し
て
の
統
計
方
法
の
正
し
い
構
成
が
可
能
と

な
る
と
期
待
さ
れ
得
る
。
有
田
教
授
の
指
摘
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
杜
会

統
計
学
に
お
い
て
は
杜
会
と
統
計
方
法
と
が
極
め
て
形
式
的
に
緕
び
つ

げ
ら
れ
て
お
り
、
統
計
方
法
の
諸
範
瞬
、
諸
手
続
に
お
け
る
杜
会
的
必

然
性
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
統
計
解
析
の
面
に
お

い
て
特
に
著
し
い
。
こ
の
欠
点
は
統
計
方
法
が
主
に
人
口
現
象
に
用
い

ら
れ
て
い
た
時
期
に
は
あ
ま
り
閉
題
に
は
な
ら
な
い
が
、
今
日
の
よ
う

に
経
済
現
象
の
調
査
、
研
究
の
方
法
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
、

現
象
の
複
雑
さ
、
困
難
さ
か
ら
そ
れ
は
承
夫
た
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
近
時
統
計
方
法
を
杜
会
科
学
の
研
究
方
法
と
し
て
再
検
討
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
有
旧
教
授
の
構
想
は
今
後
杜
会

統
計
学
が
と
る
べ
き
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
特
殊
の
杜
八
ム
認
識
の
方
法
で
あ
る
統
計
方
法
に
は
そ
れ
ｎ

体
の
力
法
的
制
約
、
眼
界
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
杜
八
ム
統
計
学
は
こ
の
面
に

つ
い
て
多
く
の
成
処
を
収
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
後
の
杜

八
ム
統
計
学
の
構
成
は
ド
イ
ツ
仕
会
統
計
学
の
、
否
定
で
は
な
く
、
そ
れ
の

新
し
い
視
角
か
ら
す
る
批
判
的
摂
取
の
上
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

　
　
　
　
有
田
正
三
著
『
杜
会
統
計
学
研
究
』
　
（
閑
）

う
。
そ
の
場
合
に
有
田
教
授
の
ド
イ
ツ
杜
会
統
計
学
分
析
が
重
要
な
足

掛
り
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
教
授
の
ド
ィ
ツ
杜
会
統

計
学
の
分
析
、
批
判
に
ど
こ
か
無
理
が
な
い
か
ど
う
か
が
問
題
に
さ
れ

な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
杜
会
統

計
学
の
歴
史
的
発
展
に
暗
い
筆
者
の
よ
く
な
Ｌ
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、

た
だ
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
疑
問
に
思
う
点
が
散
見
さ
れ
る
だ
げ
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
杜
会
統
計
に
お
け
る
認
識
目
標
の
二
元
性

の
問
題
に
関
し
て
述
べ
て
、
有
田
教
授
の
御
教
示
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

　
有
田
教
授
は
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
の
認
識
目
標
の
二
元
論
は
、
統
計
の

法
則
的
認
識
を
大
数
法
則
を
方
法
的
原
理
と
す
る
個
別
事
例
の
一
般
的

原
因
（
Ｈ
現
象
の
本
貫
形
式
）
の
認
識
の
み
に
眼
定
し
、
杜
会
的
構
成

体
の
運
動
法
則
の
認
織
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
と

し
、
ま
た
、
例
別
的
た
統
計
的
認
識
は
記
述
的
認
識
だ
け
で
は
な
く
法

則
定
立
に
も
役
立
っ
の
で
あ
り
、
杜
ヘ
ム
統
計
学
は
そ
の
た
め
の
制
約
を

明
ら
か
に
Ｌ
、
統
計
的
認
識
の
と
る
べ
き
方
法
構
辿
を
規
定
し
た
け
れ

ぼ
な
ら
ぬ
と
す
る
（
二
五
一
－
二
、
三
四
ニ
ベ
ー
ジ
）
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
箪
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー

が
統
計
の
法
川
的
忍
識
識
を
、
祉
公
科
学
に
よ
っ
て
理
論
的
に
解
閉
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
四
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）

れ
る
杜
会
の
運
動
法
則
で
は
た
く
、
そ
れ
よ
り
も
次
元
の
低
い
、
特
殊

な
条
件
の
下
で
統
計
的
に
の
み
把
握
し
得
る
法
則
（
一
般
的
原
因
複
合

の
純
粋
作
用
結
果
）
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
統

計
的
認
識
が
杜
会
の
運
動
法
則
の
認
識
に
用
い
得
な
い
と
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
班
に
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
が
記
述
的
認
識
の
範
囲
内
に
杜

会
の
運
動
法
則
に
関
連
す
る
統
計
的
規
則
性
、
法
則
性
の
摘
出
を
含
め

て
い
る
こ
と
を
有
旧
教
扱
は
認
め
て
い
る
（
三
四
四
べ
ー
ジ
）
。
た
だ
教

授
が
解
明
さ
れ
た
ド
イ
ツ
杜
会
統
計
学
が
も
つ
認
識
論
的
一
－
場
か
ら
く

る
制
約
に
よ
っ
て
、
こ
の
統
計
的
規
則
性
、
法
則
性
の
摘
出
を
杜
会
の

法
則
灼
認
識
の
た
め
の
方
法
と
し
て
理
論
的
展
開
を
行
わ
な
か
っ
た
だ

け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
般
的
原
因
複
合
の
純
粋
作
用
結
火
の
忠
味
に
お
け
る
統

計
の
法
則
的
認
識
の
視
角
は
、
杜
公
の
連
幼
法
則
の
統
計
的
研
究
に
お

い
て
有
効
で
あ
り
、
ま
た
叶
に
は
必
要
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
杜
会
科
学
の
法
則
は
忠
惟
方
法
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
の
理
論
的
研
究
に
対
し
て
個
々
の
縢
史
的
な
箏
夫
や
仙
人
的
な

少
数
の
絆
験
、
甘
＜
、
、
そ
し
て
叶
に
は
尖
験
に
よ
る
知
識
と
並
ん
で
、

統
計
は
特
外
た
分
析
材
素
、
汝
丁
材
料
を
捉
供
し
て
法
川
定
立
に
役
立

つ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
四
二
八
）

　
そ
の
場
合
に
思
惟
方
法
に
よ
る
理
論
的
分
析
の
過
程
に
対
応
し
て
現

実
界
の
数
字
資
料
を
分
析
し
、
杜
会
の
量
的
特
徴
を
質
的
特
徴
と
の
関

連
に
お
い
て
解
明
す
る
の
が
統
計
の
法
則
的
認
識
で
あ
り
、
そ
の
過
程

に
お
け
る
制
約
と
方
法
構
造
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も

し
そ
の
過
程
を
手
続
的
に
の
み
見
る
時
は
、
杜
会
科
学
の
理
論
の
指
示

に
従
っ
て
標
識
の
組
合
せ
に
よ
る
集
団
の
構
造
分
析
、
統
計
比
較
に
よ

る
特
徴
の
摘
出
、
統
計
解
析
に
よ
る
資
料
値
の
簡
約
化
、
現
象
問
の
関

係
の
数
量
化
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
統
計
の
記
述
的
認
識
の
場
合

の
手
続
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
ド
イ
ツ
杜
会
統
計
学
に
お
い
て
以

上
の
法
則
的
認
識
過
程
の
方
法
論
的
展
開
を
欠
き
、
精
々
統
計
的
因
果

研
究
の
方
法
と
Ｌ
て
形
式
的
な
手
続
を
展
開
し
た
に
す
ぎ
ず
、
統
計
の

法
則
的
認
識
を
大
数
法
則
を
方
法
原
理
と
す
る
本
質
形
式
の
認
識
の
み

に
眼
定
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
ま
た
こ
こ
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
杜
会
科
学
の
理
論
的
研
究
の
た
め
の
分
析
素
材
、
検

託
材
料
と
し
て
統
計
を
利
用
す
る
場
合
、
理
論
の
内
容
が
論
証
で
き
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
に
は
資
料
が
偶
然
的
変
動
の
影
響
を

含
む
こ
と
は
陳
害
に
は
な
ら
な
い
が
、
も
し
偶
然
の
彬
響
が
少
い
か
ま

た
は
そ
れ
を
免
れ
て
い
る
な
ら
ぼ
、
班
象
の
姑
的
特
徴
と
賃
的
特
徴
と

の
関
連
が
よ
り
純
粋
に
班
わ
れ
る
か
ら
、
よ
り
良
い
貰
料
と
な
る
で
あ



ろ
う
。
そ
し
て
理
論
の
内
容
が
数
並
的
規
定
を
有
す
る
時
は
、
そ
れ
に

対
応
す
る
統
計
は
側
然
的
変
動
の
僅
少
な
い
し
は
そ
れ
を
免
れ
た
値
で

あ
る
こ
と
が
積
極
的
に
必
要
と
た
る
。
そ
れ
は
、
理
論
が
班
火
界
よ
り

杣
象
さ
れ
た
本
賃
的
要
素
の
問
の
論
理
的
関
連
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
雑
〃
た
諾
喚
素
の
榊
約
の
下
に
生
じ
た
塊
実
界
の
概

察
資
料
は
、
理
論
の
前
捉
条
件
に
合
致
す
る
よ
う
に
純
化
さ
れ
て
始
め

て
理
論
と
よ
く
対
応
Ｌ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
純
化
は
原
則

と
し
て
集
閉
婆
素
の
桝
分
け
の
方
法
に
よ
っ
て
可
能
と
た
る
の
で
あ
る

が
、
吏
に
そ
の
下
で
特
殊
の
場
合
に
大
数
法
則
を
方
法
的
原
理
と
す
る

仙
然
性
の
除
去
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
数
法
則
が
作
用
し
得
る
の
は
、
川
…
胆
の
性
貫
に
つ
い
て
決
定
的
に

煎
衷
な
諦
条
件
が
同
一
で
あ
り
、
些
細
な
諦
条
件
の
み
が
異
な
る
高
度

に
同
貫
の
単
位
の
集
川
の
場
令
で
あ
る
。
こ
れ
は
塊
象
の
泄
的
視
定
性

に
と
っ
て
束
、
衷
た
貫
的
視
定
性
は
す
べ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

北
．
細
た
貰
的
悦
定
性
を
捨
俊
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
仙
に
捨

像
さ
れ
た
灯
的
視
定
性
の
杣
述
の
形
桝
が
含
ま
れ
た
い
こ
と
を
保
訂
す

る
の
が
大
数
法
則
の
仮
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
数
法
則
が
閉
胆
に
な

る
の
は
礼
八
ム
の
運
動
法
則
を
構
成
．
要
素
に
関
し
て
み
る
場
合
で
あ
る
。

礼
会
的
構
成
休
の
批
的
槻
定
性
は
外
延
姑
（
災
川
の
大
き
さ
、
構
成
）

　
　
　
　
有
田
正
三
著
『
社
会
統
計
学
研
究
』
　
（
関
）

と
し
て
み
る
場
合
と
内
包
量
（
要
素
の
一
般
的
た
値
）
と
し
て
み
る
場

合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
杜
会
的
構
成
体
の
内
包
量
は
要
素
よ
り

構
成
体
全
休
が
構
成
さ
れ
て
い
る
質
的
関
係
に
従
っ
て
個
々
の
要
素
の

内
包
量
が
合
成
さ
れ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
質
的
合
成
の

関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
高
度
に

同
質
の
単
位
の
集
団
に
お
い
て
は
こ
の
質
的
合
成
関
係
が
重
要
で
な
い

の
で
、
そ
れ
を
捨
象
す
る
た
め
に
偶
然
的
変
動
の
仮
定
を
用
い
る
の
で

あ
る
。

　
有
田
教
授
は
大
数
法
則
に
よ
る
一
般
的
原
因
を
あ
ら
わ
す
他
の
獲
得

を
、
個
別
事
例
や
構
成
部
分
の
撞
が
合
成
さ
れ
て
全
体
の
量
的
規
定
性

と
な
る
過
程
を
「
個
別
事
例
お
よ
び
都
分
か
ら
全
体
が
構
成
さ
れ
る
質

的
関
係
」
か
ら
切
離
し
、
蛙
に
偶
然
的
変
動
と
い
う
独
白
の
運
動
体
系

を
与
え
る
こ
と
を
な
味
す
る
と
批
判
し
て
い
る
（
ニ
ハ
ニ
ベ
ー
ジ
）
。
し

か
し
以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
教
授
の
批
判
は
同
質
化
の
程
度
の
低

い
従
閉
に
お
い
て
大
数
法
則
の
作
用
を
主
張
す
る
場
合
に
妥
当
す
る
の

で
あ
っ
て
、
大
数
法
則
の
作
用
を
す
べ
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と

解
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
勿
論
大
数
法
則
の
原
理
は
祉
会
そ
れ
ｎ
体
か
ら
の
必
然
的
な
条
件
で

は
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
杜
八
ム
的
班
火
界
に
お
け
る
一
切
の
質
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的
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
大
数

法
則
の
原
理
に
よ
る
そ
れ
の
省
略
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
大

数
法
則
が
作
用
す
る
条
件
を
具
え
た
高
度
に
同
質
の
集
団
が
現
実
に
常

に
可
能
で
あ
る
と
は
眼
ら
な
い
。
ま
し
て
確
率
算
的
手
続
の
有
効
に
適

用
し
得
る
場
合
は
吏
に
極
眼
さ
れ
る
。
し
か
し
以
上
の
こ
と
か
ら
、
杜

八
ム
統
計
方
法
論
と
し
て
は
大
敬
法
則
に
よ
る
一
般
的
原
因
を
あ
ら
わ
す

値
の
獲
得
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
以
上
杜
八
ム
統
計
の
二
つ
の
認
識
〔
標
の
間
題
に
つ
い
て
有
田
教
授
と

見
解
を
異
に
す
る
点
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
数
理
統
計
学
の

成
果
の
杜
く
パ
統
計
へ
の
導
入
に
か
か
わ
る
重
茨
な
閉
魎
で
あ
る
。
た
お

こ
れ
以
外
の
疑
…
点
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
三
年
一
〇
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
）
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